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東
日
本
大
震
災
で

　
　
　
　
被
災
さ
れ
た
方
々
へ

　
心
か
ら
一
日
も
早
い
復
興
を

　
　
　
　
　
お
祈
り
い
た
し
ま
す

浜
田
市
議
会

市議会って、どんなことをするところ ?!
（三階小学校 ₆ 年生が「議会のしくみ」について学習する様子：平成 ₂₃ 年 ₁ 月 ₂0 日 議場にて）

３月　定 例 会
乳幼児等医療費の助成を拡充（３ページ）

可決された主な事業　　　　　（５ページ）
　☆ まちづくり総合交付金事業
　☆ 学校耐震化改修事業
　☆ 住宅リフォーム助成事業

注
目
の
記
事
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今
議
会
、
総
務
文
教
委
員

会
関
係
で
議
論
が
集
中
し
た

案
件
の
な
か
で
、
ま
ち
づ
く

り
総
合
交
付
金
事
業
で
は
、

代
表
質
問
や
一
般
質
問
を
は

じ
め
、
常
任
委
員
会
な
ど
で

複
数
の
議
員
が
多
く
の
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

お
も
な
論
点
は
、
こ
の
事

業
の
自
治
会
な
ど
へ
の
周
知

や
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、

住
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
に

今
議
会
の
概
要
と
し
て

は
、
本
会
議
の
議
案
質
疑
で

は
６
名
の
議
員
か
ら
７
つ
の

議
案
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
質
疑
が
集
中

し
た
案
件
は
、
熱
田
町
で
行

わ
れ
て
い
る
「
た
め
池
を
調

整
池
に
す
る
改
修
工
事
」
の

請
負
工
事
金
額
が
約
１・
５

倍
に
増
額
す
る
提
案
で
、
そ

執
行
部
か
ら
は
今
後
、
自

治
会
な
ど
に
事
業
の
趣
旨
を

周
知
し
、
相
談
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
な
ど
の

答
弁
が
あ
り
、
予
算
議
案
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
国
の
動
向
を
見
守

る
と
し
て
継
続
審
査
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
﹁
交
通
基
本

法
﹂
の
制
定
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

の
審
査
で
は
、「
交
通
権
を

確
保
し
、
環
境
に
配
慮
し
た

交
通
体
系
の
制
定
は
望
ま
れ

る
」
や
、「
財
政
的
支
援
も

含
め
、
国
が
法
整
備
す
る
こ

と
は
必
要
」
な
ど
の
賛
成
意

見
が
あ
る
一
方
、「
項
目
に

掲
げ
て
あ
る
交
通
権
の
概
念

に
関
す
る
国
民
的
合
意
や
、

交
通
権
と
い
う
言
葉
の
明
確

な
定
義
づ
け
が
さ
れ
て
お
ら

対
す
る
不
安
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
な
ど
で
し
た
。

の
理
由
と
し
て
は
、
事
前
の

調
査
が
難
し
か
っ
た
こ
と

や
、
想
定
外
の
基
盤
層
が
出

て
き
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も

の
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
当
初
予
算
な
ど
の

審
査
を
行
っ
た
予
算
審
査
委

員
会
を
３
日
間
に
わ
た
り
開

催
し
、
延
べ
32
人
が
質
疑
に

立
ち
ま
し
た
。

そ
の
他
、
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り
推
進
特
別
委
員
会

提
出
の
「
駐
在
所
の
存
続
を

求
め
る
意
見
書
」
や
、
議

会
運
営
委
員
会
委
員
提
出
の

「
子
ど
も
手
当
の
地
方
負
担

に
反
対
す
る
意
見
書
」
を
そ

れ
ぞ
れ
全
会一致
で
可
決
し
、

関
係
先
へ
提
出
し
ま
し
た
。

ず
、
現
段
階
で
権
利
の
保
障

を
す
る
こ
と
に
問
題
が
あ

る
」
な
ど
の
反
対
意
見
が
あ

り
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
統
合
問
題
で
は
今
議

会
で
も
４
人
が
一
般
質
問
で

取
り
上
げ
、「
今
後
の
計
画

に
つ
い
て
は
、
全
庁
的
に
再

検
討
し
て
い
く
」
と
の
、
新

た
な
見
解
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

３月定例会の あ ら ま し

平
成
₂₃
年
３
月
浜
田
市
議
会
定
例
会
が
２
月
₂₄
日
に

召
集
さ
れ
、
３
月
₁₇
日
ま
で
の
₂₂
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
₆₃
件
、
請
願
は
３

件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゆ
く
え
は
６・
７
ペ
ー
ジ
に
、
ま

た
、
予
算
審
査
の
概
要
は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
３
会
派
の
代
表
が
「
会
派
代
表
質
問
」
に
登

壇
し
、
₁₆
名
が
「
個
人
一
般
質
問
」
に
立
ち
ま
し
た
。

住民主導の
　　まちづくりに不安が

（総務文教委員会）

総務文教委員会、審査後の委員会採決のもよう
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福
祉
環
境
委
員
会
は
、
議

案
３
件
、
請
願
２
件
が
付
託

さ
れ
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
福
祉
施
設
に
係

る
指
定
管
理
者
の
管
理
の
期

間
の
変
更
に
関
す
る
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定
は
、
公
の
施
設
の
管
理

が
指
定
管
理
の
制
度
に
よ
り

市
議
会
の
議
決
を
経
て
民
間

事
業
者
で
も
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

雇
用
の
継
続
性
や
経
営
努
力

に
配
慮
し
た
運
用
と
し
て
、

現
行
の
原
則
３
年
か
ら
更
新

時
に
５
年
に
変
更
す
る
も
の

で
、
浜
田
市
総
合
福
祉
セ
ン

Ｔ
Ｐ
Ｐ
︵
環
太
平
洋
連
携

協
定
︶
交
渉
に
参
加
し
な
い

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て
は
、
前
回
か
ら

継
続
審
査
と
さ
れ
た
請
願
で

あ
り
、
産
業
建
設
委
員
会
と

し
て
有
識
者
を
招
い
て
勉
強

会
を
実
施
し
、
共
通
の
認
識

に
立
っ
た
う
え
で
審
査
し
て

き
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
日
・
中
・

韓
、
三
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由

貿
易
協
定
）
も
し
く
は
Ｅ
Ｐ

Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
を
締

結
す
る
こ
と
の
方
が
国
益
に

沿
う
の
で
は
な
い
か
、
ア
メ

リ
カ
陣
営
が
仕
掛
け
た
Ｔ
Ｐ

乳幼児等医療費の助成
小学３年生まで拡充
（福祉環境委員会）

中山間地農業とＴＰＰ
交渉に参加すべきか否か？議論白熱

（産業建設委員会）

タ
ー
な
ど
７
つ
の
施
設
が
該

当
し
ま
す
。

浜
田
市
乳
幼
児
等
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
は
、
こ
れ
ま
で
０
歳

児
か
ら
就
学
前
児
ま
で
本
人

負
担
額
入
院
２
０
０
０
円
、

外
来
１
０
０
０
円
で
あ
っ
た

も
の
が
、
小
学
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
助
成
が
拡
大
さ

れ
ま
す
。
４
月
か
ら
該
当
す

る
方
に
申
請
手
続
き
の
案
内

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
薬

局
の
本
人
負
担
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

﹁
医
療
費
の
窓
口
負
担
軽

減
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
﹂
に
つ
い
て
の
請
願
は
、

原
則
３
割
の
窓
口
で
の
支
払

い
が
受
診
の
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医

療
費
の
窓
口
負
担
軽
減
を
求

め
る
も
の
で
す
。
負
担
軽
減

を
求
め
る
の
み
で
は
解
決
せ

ず
、
社
会
保
険
制
度
の
抜
本

的
な
見
直
し
を
求
め
る
べ
き

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
賛
成

者
な
し
で
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、﹁
子
ど
も
・
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
﹂
に
基
づ
く

保
育
制
度
改
革
の
撤
回
と
現

行
保
育
制
度
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

の
請
願
は
、
今
後
調
査
研
究

を
行
う
こ
と
と
し
、
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。

Ｐ
の
交
渉
テ
ー
ブ
ル
に
ま
ず

参
加
し
、
国
益
を
損
な
う
こ

と
が
あ
れ
ば
撤
退
す
る
べ
き

だ
。
議
論
す
る
材
料
が
国
か

ら
明
確
に
提
示
さ
れ
て
い
な

い
段
階
で
賛
否
の
結
論
を
出

す
の
は
時
期
尚
早
で
あ
り
、

情
報
収
集
し
な
が
ら
更
に
議

論
を
深
め
る
べ
き
で
継
続
に

し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

他
の
委
員
か
ら
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
が
交
錯
し
て
い

る
な
か
、
日
本
の
農
業
の
将

来
を
大
き
く
左
右
す
る
苦
渋

の
選
択
を
迫
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
見
極
め
が
非
常
に
難
し

い
。
島
根
県
は
農
業
県
で
し

か
も
、
浜
田
市
は
合
併
し
て

一
層
多
く
の
中
山
間
地
を
抱

え
た
現
状
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
農
業
と
い
う
の
が
一

番
の
問
題
と
な
る
。
国
は
農

業
政
策
を
明
確
か
つ
具
体
的

に
打
ち
出
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現

状
で
は
、
断
固
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参

加
し
な
い
態
度
を
今
議
会
で

表
明
す
る
べ
き
で
賛
否
を
判

断
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は

な
い
か
。
と
い
っ
た
意
見
が

複
数
の
委
員
か
ら
出
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、所
管
の
部
長
か
ら
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
今
後
の
流

れ
、
概
要
等
に
つ
い
て
の
補

足
説
明
な
ど
も
あ
り
、
請
願

の
審
査
は
賛
成
多
数
で
採
択

と
な
り
、
当
該
委
員
会
提
出

の
意
見
書
案
も
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
へ
提

出
し
ま
し
た
。

輸出入コンテナの積み下ろし作業

日本人の主食である米の行方は？

福祉環境委員会、執行部の説明に聞き入る委員
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予
算
審
査
委
員
会
に
審
査

を
付
託
さ
れ
た
、
予
算
議
案

23
件
の
う
ち
、
平
成
2₃
年
度

浜
田
市
一
般
会
計
予
算
の
な

か
か
ら
、
特
に
質
疑
が
集
中

し
た
事
業
と
、
そ
の
や
り
と

り
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

産
業
建
設
委
員
会
関
係 

で
は
、
は
ま
だ
食
の
大
使
に

任
命
し
た
﹃
三
國
清
三
シ
ェ

フ
﹄
に
よ
る
親
子
料
理
教
室

の
開
催
や
、
学
校
給
食
に
地

元
特
産
果
樹
を
導
入
す
る
地

産
地
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

で
は
、「
地
産
地
消
の
効
果

や
生
産
者
と
流
通
者
、
市
と

給
食
会
の
関
係
が
ど
う
な
る

の
か
」な
ど
の
質
疑
に
対
し
、

「
三
國
シ
ェ
フ
に
浜
田
の
農

産
物
を
知
っ
て
今
後
PR
し
て

も
ら
い
た
い
。
農
林
課
が
間

に
入
っ
て
教
育
委
員
会
、
学

校
給
食
、
生
産
者
の
JA
等
と

円
滑
に
行
っ
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
石
見
神
楽
伝
承
施

設
の
必
要
性
を
調
査
・
検
討

す
る
石
見
神
楽
伝
承
施
設
調

査
検
討
事
業
で
は
、
事
業
費

の
積
算
根
拠
や
石
見
神
楽
に

公
費
投
入
を
す
る
、
祭
政
一

致
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
仮

に
建
設
し
た
場
合
の
運
営
状

況
な
ど
を
調
査
す
る
、
コ
ン

サ
ル
料
で
あ
る
」。ま
た
、「
石

見
神
楽
は
伝
統
芸
能
、
大
衆

芸
能
と
し
て
定
着
し
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
神

事
と
し
て
の
行
事
に
は
公
費

負
担
は
無
い
よ
う
配
慮
し
た

い
」
な
ど
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

福
祉
環
境
委
員
会
関
係 

で
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿

光
苑
を
運
営
す
る
法
人
へ
の

助
成
を
行
う
養
護
老
人
ホ
ー

ム
施
設
整
備
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
貸
付
金
５
０
０
０
万

円
に
対
す
る
担
保
の
妥
当
性

や
、
事
業
費
の
財
源
内
訳
、

負
担
の
あ
り
方
な
ど
、
多
数

の
質
疑
が
あ
り
、「
担
保
と

し
て
の
土
地
の
評
価
額
は
約

１
０
０
０
万
円
で
あ
り
、
法

人
と
市
と
の
信
頼
関
係
を
確

約
す
る
意
味
で
の
、
担
保
設

定
と
い
う
形
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
別
紙
を

配
布
し
て
財
源
内
訳
や
負
担

の
根
拠
な
ど
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
文
教
委
員
会
関
係 

で
は
、
自
治
会
組
織
の
充
実

を
図
ろ
う
と
す
る
ま
ち
づ
く

り
総
合
交
付
金
事
業
に
つ
い

て
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
の

策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
取
り

組
み
や
組
織
作
り
の
進
め

方
、
ま
た
地
域
住
民
へ
の
理

解
・
周
知
の
推
進
な
ど
の
質

疑
が
あ
り
、「
計
画
書
に
つ

い
て
は
組
織
を
立
ち
上
げ
た

あ
と
、
じ
っ
く
り
練
り
上
げ

て
も
ら
い
た
い
。
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
が
む
ず
か
し

い
と
こ
ろ
は
、
ま
ず
は
複
数

自
治
会
か
ら
立
ち
上
げ
て
も

ら
い
た
い
。
説
明
に
出
向
い

た
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
も

作
成
し
た
い
」
な
ど
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
３
月
10
日
か
ら
３
日
間
︑予
算
審
査
委
員
会
を
開
催
し
︑

一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算
議
案
2₃
件
を
延
べ
₃2
人
が
質
疑

に
立
ち
ま
し
た
︒
審
査
の
結
果
︑
2₃
件
全
て
全
会
一
致
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
︒

予
算
議
案
23
件
を

　
　
　

３
日
間
に
わ
た
り
審
査

質疑の様子

採決の様子

か
か
ら
、
特
に
質
疑
が
集
中

し
た
事
業
と
、
そ
の
や
り
と

り
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

で
は
、
は
ま
だ
食
の
大
使
に

任
命
し
た
﹃
三
國
清
三
シ
ェ

フ
﹄
に
よ
る
親
子
料
理
教
室

の
開
催
や
、
学
校
給
食
に
地

元
特
産
果
樹
を
導
入
す
る

産
地
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

で
は
、「
地
産
地
消
の
効
果

や
生
産
者
と
流
通
者
、
市
と

給
食
会
の
関
係
が
ど
う
な
る

の
か
」な
ど
の
質
疑
に
対
し
、

「
三
國
シ
ェ
フ
に
浜
田
の
農

予算審査委員会

平成 23 年度一般会計の概要
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平成 ₂₃ 年３月定例会で
可 決 さ れ た 主 な 事 業

新しい住民自治組織による
まちづくりシステムの構築へ

★まちづくり総合交付金事業
☆概要　過疎化高齢化した自治会組織の充実を図

り自由度の高い交付金を活用して地域の活
性化を図る。

○予算額　　₁ 億 ₂,₉₇₃ 万 ₂ 千円

スポーツやサークル施設の有効活用へ

★合宿誘致事業
☆概要　自然環境に恵まれたスポーツやサークル

施設と宿泊施設をリンクさせ都会地等合宿
を誘致し、通常の観光と違う切口から浜田
の魅力を発信、定住と観光の誘客を図る。

　　　　助成額：1 名につき　2 千円／ 1 泊
○予算額　　₄₀₀ 万円

市内中小企業、新規創業者事業活動助成へ

★中小企業チャレンジ支援事業
☆概要　新商品開発、販路開拓など事業活動を支

援により競争力を強め産業振興、雇用維持・
拡大を図る。₃0 万円～ 5 万円補助。

○予算額　　₁︐₀₀₀ 万円

市内の工務店を利用し、リフォーム工事を

★住宅リフォーム助成事業
☆概要　市民の居住環境の向上と住宅関連産業の

振興を図る。既存の住宅を市内の工務店を
利用して行う場合、対象工事に要する費用
の ₁0 分の 1 相当額で、₂0 万円を限度で補
助を受けることができる。ただし、リフォー
ム工事が 50 万円以上であること。
◇期間　平成 ₂₃ 年度から平成 ₂5 年度まで

○予算額　　₂,₀₀₀ 万円

小学校・中学校耐震化改修工事始まる

★学校耐震改修事業
☆概要　₂₃ 年度 ₂₄ 年度の２ケ年に

わたる小学校と中学校の耐震
化改修事業を実施。

【小学校】松原小、石見小、雲雀ヶ丘小、美川小
【中学校】一中、二中、四中、旭中、弥栄中

その他は耐震２次診断し、その結果、
耐震補強計画を策定、₂₄ 年に実施する。

○予算額　　₇ 億 ₅,₈₅₅ 万 ₃ 千円（₂₃ 年度事業費）

安全安心な地元食材を活用した地産地消

★地産地消推進プロジェクト事業
☆概要　はまだ食の大使『三國清三』が取り組む

地産地消レシピを使って給食や地元産品へ
の理解と地域農業の活性化を図る。

○予算額　　₂₅₉ 万 ₇ 千円

青少年サポートセンター設立へ

★青少年自立支援事業
☆概要　ひきこもり、ニート、不登校等困難を抱

える子どもや若者を支援する拠点と青少年
健全育成・青少年の相談・青少年教育事業
などを集約して整備、青少年に対する総合
的支援を図る。対象年齢を 6 歳～ ₃₉ 歳と
して支援。

○予算額　　₁,₆₃₀ 万円

各自治区独自の定住対策の施策

★定住対策基金事業
☆概要　地域の実情に則した特色ある事業を行い

浜田市全体の定住施策を充実させる目的。
　（金城自治区）地域提案型チャレンジ事業
　（旭自治区）　遠距離通所補助
　（弥栄自治区）住みよい集落づくり事業ほか
　（三隅自治区）定住促進住宅建築費等補助ほか
○予算額　　₁ 億 ₅,₉₆₈ 万円
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区 分 請願・陳情の内容 提　出　者 審査した委員会
議決結果・経過等

請　願 「交通基本法」制定を求める意見書の提出について
日本労働組合総連合会島根県連合会
西部地域協議会
議長　船田　弘一郎　様

（総務文教委員会）
不採択

請　願 ＴＰＰ交渉に参加しないことを求める意見書の提出について 全国農民運動連合会浜田センター
代表　岡堂　美恵子　様

（産業建設委員会）
採　択

請　願 医療費の窓口負担軽減を求める意見書の提出について 島根県保険医協会
会長　古沢　正治　様

（福祉環境委員会）
不採択

請　願 ＴＰＰ交渉参加反対に関する意見書の提出について
いわみ中央農業協同組合
代表理事組合長　本田　誠次　様

（外１名）

（産業建設委員会）
採　択

請　願
安心・安全な公共事業を推進するため、地方建設業界の存続・
発展と国土交通省の事務所・出張所及びダム管理所等の拡充・
存続を求める意見書の提出について

国土交通省全建設労働組合浜田支部
支部長　猪野　亮　様

（外１名）

（産業建設委員会）
採　択

請　願 「子ども・子育て新システム」に基づく保育制度改革の撤回
と現行保育制度の拡充を求める意見書の提出について

新日本婦人の会浜田支部
支部長　白瀬　迪子　様

（福祉環境委員会）
閉会中の継続審査

陳　情 市道長沢外ノ浦線及び市道浜田 250 号線道路整備計画
浜田市外の浦・松原町内会
代表　石田　修　様

（外８名）

（産業建設委員会）
採　択

陳　情 沖合底びき網漁業再建に関する支援について
島根県機船底曳網漁業連合会
会長　金坂　　敬　様

（ 外 4 名）

（産業建設委員会）
採　択

陳　情 浜田の沖合底曳船存続の支援について
浜田魚商協同組合
理事長　善田　奎右　様

（ 外 1 名）

（産業建設委員会）
採　択

○
請
願
第
９
号

「
交
通
基
本
法
」
制
定
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

☆
結
果
に
対
す
る
反
対
討
論

　
　
　
　
　
芦
谷　
英
夫

買
い
物
や
通
院
な
ど
日
常

生
活
や
移
動
に
支
障
の
あ
る

市
民
が
増
え
て
き
て
お
り
、

市
民
の
交
通
の
便
確
保
は
行

政
の
大
き
な
責
務
で
あ
る
。

浜
田
市
は
、
国
土
交
通
省

や
県
知
事
に
対
し
て
交
通
基

本
法
の
早
期
制
定
と
関
連
施

策
の
充
実
を
要
望
し
て
お

り
、
ま
た
多
く
の
地
方
議
会

が
請
願
を
採
択
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
法
の
枠
組
み
の

確
立
を
国
に
求
め
る
こ
と
は

市
民
の
利
益
に
つ
な
が
る
。

よ
っ
て
、
私
は
交
通
基
本

法
な
ど
の
法
整
備
を
求
め
る

請
願
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
。

○
請
願
第
₁₁
号

医
療
費
の
窓
口
負
担
軽
減

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

☆
結
果
に
対
す
る
反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
西
村　
健

県
内
の
開
業
医
で
組
織
す

る
島
根
県
保
険
医
協
会
が
、

原
則
３
割
と
い
う
高
い
窓
口

負
担
が
、
受
診
抑
制
の
大
き

な
要
因
に
な
っ
て
い
る
事
実

を
自
ら
が
実
施
し
た
実
態
調

査
結
果
に
よ
り
示
し
な
が

ら
、
国
に
対
し
全
世
代
に
わ

た
る
医
療
費
の
窓
口
負
担
軽

減
を
求
め
る
請
願
で
あ
る
。

健
康
保
険
法
の
「
福
祉
、

社
会
保
障
及
び
国
民
保
健
の

向
上
」
と
い
う
崇
高
な
目
的

が
損
な
わ
れ
る
現
実
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
い
ま
、
本
請
願

の
趣
旨
に
全
面
的
に
賛
同
す

る
も
の
で
あ
る
。

私
は
請
願
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

　
　
　
﹁
不
採
択
﹂
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
２
名
の
議
員
が
討
論

請願・陳情の審査経過および結果など
－ 平成 ₂₃ 年３月定例会　審査分 －
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【条　例】 採決結果 採決状況
浜田市附属機関設置条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市職員の育児休業等に関する条
例の一部改正 原案可決 全会一致

浜田市議会議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例及び浜田市特別
職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部改正

原案可決 全会一致

浜田市職員の給与の支給に関する条
例の一部改正 原案可決 全会一致

浜田市職員の特殊勤務手当に関する
条例の一部改正 原案可決 全会一致

浜田市税条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市手数料条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市公の施設の指定管理者の指定
の手続等に関する条例の一部改正 原案可決 全会一致

教育施設に係る指定管理者の管理の
期間の変更に関する関係条例の整備
に関する条例制定

原案可決 全会一致

浜田市東公園運動施設条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市金城総合運動公園条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市今福スポーツ広場施設条例の
一部改正 原案可決 全会一致

浜田市三隅Ｂ＆Ｇ海洋センター条例
の一部改正 原案可決 全会一致

福祉施設に係る指定管理者の管理の
期間の変更に関する関係条例の整備
に関する条例制定

原案可決 全会一致

浜田市乳幼児等医療費助成条例の一
部改正 原案可決 全会一致

浜田市障害者等介護給付費等審査会
条例の一部改正 原案可決 全会一致

産業振興施設及び公営住宅に係る指
定管理者の管理の期間の変更に関す
る関係条例の整備に関する条例制定

原案可決 全会一致

浜田市ふるさと体験村施設条例の一
部改正 原案可決 全会一致

浜田市運動広場施設条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市旭公園運動施設条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市岡見スポーツセンター条例の
一部改正 原案可決 全会一致

浜田市営住宅条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市営地域定住住宅条例の一部改正 原案可決 全会一致

【平成 2₃ 年度予算関連】 採決結果 採決状況
一般会計予算 原案可決 全会一致
国民健康保険特別会計予算 原案可決 全会一致
駐車場事業特別会計予算 原案可決 全会一致
住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 原案可決 全会一致
公設水産物仲買売場特別会計予算 原案可決 全会一致
国民宿舎事業特別会計予算 原案可決 全会一致
公共下水道事業特別会計予算 原案可決 全会一致
農業集落排水事業特別会計予算 原案可決 全会一致
漁業集落排水事業特別会計予算 原案可決 全会一致
生活排水処理事業特別会計予算 原案可決 全会一致
簡易水道事業特別会計予算 原案可決 全会一致
後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 全会一致
水道事業会計予算 原案可決 全会一致
工業用水道事業会計予算 原案可決 全会一致

【一般事件・承認・同意】 採決結果 採決状況
指定管理者の指定（浜田市縁の里地
域振興施設） 原案可決 全会一致

浜田市の特定の事務を取り扱わせる
郵便局の指定 原案可決 全会一致

財産の無償譲渡（浜田市旭森林研修
交流センター） 原案可決 全会一致

市道路線の廃止（青川長見線外） 原案可決 全会一致
市道路線の認定（青川長見線外） 原案可決 全会一致
美又辺地に係る公共的施設の総合整
備計画の策定 原案可決 全会一致

井川辺地に係る公共的施設の総合整
備計画の策定 原案可決 全会一致

工事請負契約の変更（熱田町地区調
整池築造工事） 原案可決 全会一致

専決処分の承認（平成 22 年度浜田市
一般会計補正予算第 5 号） 原案可決 全会一致

人権擁護委員候補者の推薦について 同　意 全会一致
人権擁護委員候補者の推薦について 同　意 全会一致

【議会・議員提出議案】 採決結果 採決状況
駐在所の存続を求める意見書について 原案可決 全会一致
子ども手当の地方負担に反対する意
見書について 原案可決 全会一致

ＴＰＰ交渉参加反対に関する意見書
について 原案可決 賛成多数

安心・安全な公共事業を推進するた
め、地方建設業界の存続・発展と国
土交通省の事務所・出張所及びダム
管理所等の拡充・存続を求める意見
書について

原案可決 賛成多数

【平成 22 年度 補正予算関連】 採決結果 採決状況
一般会計補正予算（第 6 号） 原案可決 全会一致
国民健康保険特別会計補正予算 原案可決 全会一致
公共下水道事業特別会計補正予算 原案可決 全会一致
農業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決 全会一致
漁業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決 全会一致
生活排水処理事業特別会計補正予算 原案可決 全会一致
簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決 全会一致
水道事業会計補正予算 原案可決 全会一致
一般会計補正予算（第 7 号） 原案可決 全会一致

【市長報告事項】 報告月日
専決処分の報告（公共用地取得に伴
う所有権移転登記未済による損害賠
償の額の決定）

報　告 2月24日

専決処分の報告（工事請負契約の金
額の変更） 報　告 3月4日

専決処分の報告（工事請負契約の金
額の変更） 報　告 3月4日

３月定例会に提出された議案の採決結果等
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発議番号 意　見　書 提　出　者 送　付　先

発議第１号 駐在所の存続を求める意見書 安全・安心まちづくり推進特別委員会
（委員長　中村　建二）

島根県知事・島根県警察本部長・
島根県公安委員会委員長・
島根県浜田警察署長

発議第２号 子ども手当の地方負担に反対する意見書

議会運営委員会委員
大谷　弘幸・原田　義則・

平石　誠・西田　清久・三浦　保法
山崎　 晃・江角　敏和

内閣総理大臣・衆議院議長・
参議院議長・厚生労働大臣・
財務大臣・総務大臣・内閣官房長官・
国家戦略担当内閣府特命担当大臣

発議第３号 ＴＰＰ交渉参加反対に関する意見書 産業建設委員会
（委員長　山崎　晃）

内閣総理大臣・衆議院議長・
参議院議長・外務大臣・
農林水産大臣・経済産業大臣・
経済財政政策内閣府特命担当大臣

発議第４号

安心・安全な公共事業を推進するため、地方
建設業界の存続・発展と国土交通省の事務所・
出張所及びダム管理所等の拡充・存続を求め
る意見書

産業建設委員会
（委員長　山崎　晃）

内閣総理大臣・衆議院議長・
参議院議長・総務大臣・財務大臣・
国土交通大臣

子ども手当の地方負担に反対する意見書（発議第２号）抜粋
政府は子ども手当について、全額国庫負担で実施するとの方針を繰り返し表明してきたが、平成 22 年

度にあっては、地方に十分な説明もないまま地方負担を一方的に導入した。さらに、平成 23 年度も継続
することとして法案が提出されたところであり、浜田市においても平成 23 年度当初予算で 1 億 357 万円
の地方負担が見込まれている。

子ども手当のような全国一律の現金給付については国が担当し、全額負担すべきであり地方との十分な
協議もないままに、来年度予算においても地方負担を継続されることは極めて遺憾である。

よって、国においては地方の声を真摯に受けとめ早急に現行の地方負担を廃止し全額国庫負担で行うよ
う強く求める。

安心・安全な公共事業を推進するため、地方建設業界の存続・発展と国土交通省の事務所・出張所及び
ダム管理所等の拡充・存続を求める意見書（発議第４号）抜粋

下記のとおり地方建設業の存続・発展と国土交通行政の執行体制の強化を求めます。
1．地方の建設業界は、災害発生時に被災者の救出のためのインフラ確保や復旧の重要な役割を果たしており、また、地域経

済における重要な産業でもあり、地域社会の安心・安全のためにこれ以上衰退することなく、存続し発展するよう配慮し
た施策を行うこと。

2 ．一般国道９号の改修事業や維持管理は引き続き国の責任において直轄で行うこと。
3 ．山陰道の整備事業は、引き続き国の責任において行うこと。

ＴＰＰ交渉参加反対に関する意見書（発議第３号）抜粋
日本における米や乳製品、牛肉、砂糖、小麦などの重要品目が例外なしに関税撤廃となれば、中

山間地域農業をはじめ日本の農業は壊滅する。我が国１億２千万人の国民の食料安全保障を担保し、
安全・安心な食料の安定供給と併せ、農林水産業が果たしている地域経済、社会、雇用の安定を確
保することが、我が国の「強い経済」を実現することにつながり、「未来を拓く」ことになる。

日本農業を破壊するだけでなく、疲弊する地域経済の壊滅と、国民生活に多大な犠牲を負わせる
ＴＰＰへの参加は、農業政策が明確且つ具体的に打ち出されない状況下では、断じて許すことはで
きない。経済連携協定（ＥＰＡ）は、交渉参加国の相互発展と繁栄を目的とすべきであり、我が国
がＴＰＰ交渉に参加しても、この目的は達成することはできない。したがって、我が国の食料安全
保障と両立できないＴＰＰ交渉への参加を行わないよう強く要望する。

ただし、議員本人が自ら出席する結婚披露宴における祝儀、議員本人が自ら出席する葬式や通夜における香典、会費制の
会合や行事の際の会費については、寄附にあたらないとされています。地域の行事等で議員に対し会費が伴う行事等の案内
をされる場合は、案内文に会費（他の会員と同額の会費に限ります）を明記してご通知ください。市民の皆様のご理解とご
協力をお願いします。

議員の寄附行為の禁止って？

議員が選挙区内の人にあいさつ状や物を贈ることは、特定の場合を除いて禁止されています。また、有権者が寄附を求め
ることも禁止されています。禁止されている寄附（例）は次のようなものがあります。

可決された各意見書を関係の機関へ提出

年賀状など時候の
あいさつ状
（答礼のための自筆は除く）

お中元や、お歳暮 落成式、開店祝い
の花輪

お祭りへの寄附や
差し入れ

秘書等が代理で出席
する場合の結婚祝い

入学祝、卒業祝
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視察先で精力的に意見交換
９月定例市議会へ条例案の上程を目指す、『議会基本条例策定特別委員会』の委員 9 名は、1 月 19 日と

20 日にかけて、徳島県の小松島市議会と香川県の観音寺市議会を訪問し、意見交換を行いました。
詳しい内容については、既にホームページで報告していますが、「二元代表制の一翼を担う地方議会の

議会基本条例は、『市民参加』と『情報公開』を実施するルールが明確にされていなければならない」こと、
そして「議会主催の正式な公開の場において、市民と議論することが保障されている必要がある」こと等々
を再認識したところです。

小松島と観音寺の両市議会は、基本条例の勉強会を平成 19 年から開始し、21 年には条例の制定が行わ
れていますが、一方私たち浜田市議会は、条例の策定より先に「日本一の議会改革」を目指し、平成 18
年に『議会改革検討委員会』設置のもと、30 項目以上の
改革を積み重ねたうえで、今回、『議会基本条例』策定の
作業へ進んだところです。現在、素案づくりの段階ですが、
あらためて「市民主権」を意識しながら、条文についての
議論を深めています。最終的な条例案の策定にあたっては、
市民の皆さんへの説明会や、パブリックコメントも実施す
る予定ですので、積極的なご意見をいただきますようお願
いいたします。

～地域や学生の皆さんのご意見により変わりました！～
□　全ての小中学校、高等学校において防犯教室や不審者対応訓練などが行われています。
□　通学路を中心に危険箇所を調査して道路照明が 120 基設置されました。（平成 22 年度設置数）
□　会で出た要望等を踏まえて歩道やガードレール、防犯灯が増設されています。
□　防犯カメラの設置が増えて現在 10 台稼動しています。
□　浜田駅周辺に道路照明を増設したり、駅前駐輪場の施設照明の点灯を午後 11 時まで延長しています。
□　青色防犯パトロール隊の青色回転灯装着車登録の簡素化については関係機関と協議中です。

市民の安全安心のために！
できることからスピード感をもって！

昨年 8 月から 11 月まで「地域の安全を考えよう会」
を開催し、各自治区の住民の皆さんや県立大学をはじめ
とする専門学校の学生の皆さんから防犯に関する様々な
ご意見をお聴きしました。皆さんからの貴重なご意見を
受けて、執行部側も懸命に安全で安心なまちづくりに努
めていますのでその一
部をお知らせします。

また、意見の中では
駐在所の存続を求める
強い要望が多くあった
ところです。その声を
踏まえ、議会として島
根県警察本部をはじめ
とする関係機関へ意見
書を提出しました。

駐在所の存続を求める意見書（発議第１号）

国民が安心して暮らせる地域社会は国民生活の向上や経済成
長の基盤となるものであり、国民すべての願いです。

浜田市においても「犯罪のない安全で安心なまちづくり条例」
を制定し、全ての住民が安全で安心して暮らすことのできるま
ちづくりを積極的に推進しています。

しかしながら、平成 21 年 10 月に島根県立大学生の死体遺棄
事件が発生し、警察等関係機関の懸命な努力にもかかわらず、
未だ事件は解決に至っていません。この事件が浜田市にもたら
した影響は計り知れず、地域住民は不安と恐怖にさらされ、子
どもたちや高齢者を犯罪から守るために、各地で地域ボラン
ティアによるパトロールや見守り活動が積極的に行われていま
す。

このような状況の中、島根県の駐在所適正配置計画において、
平成 23 年度末までに県内 20 程度の駐在所を廃止する方針が打
ち出されており、今後もさらなる計画の推進が予想されます。

本市においては、過疎化・高齢化が進み、中山間地域を多数
有しており、日ごろから地域に溶け込み、住民との信頼関係が
築かれている顔の見える警察官の存在、駐在所の存在は住民に
とって安全安心の最大のよりどころであり、多くの市民から存
続を求める声があがっています。　

以上のことから、本市議会は関係機関に対し、現在、浜田市
にある駐在所については、将来にわたって存続されることを強
く求めます。

特 会別 の委 動員 き

県警本部長宛に意見書を提出

【安全・安心まちづくり推進特別委員会】

【議会基本条例策定特別委員会】

観音寺市議会での意見交換会
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各会派の代表が
　　　　　施政方針と教育方針を問う

質
問　
感
染
症
等
の
健
康
管

理
対
策
の
な
か
で
、
が
ん
検

診
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁　
受
診
者
は
、
昨
年
度

よ
り
も
増
加
し
て
お
り
無
料

化
に
よ
る
効
果
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
る
。
今
後
も
無
料

化
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
Ｃ
Ｔ
検
診
の

公
費
助
成
を
継
続
し
、
更
に

未
受
診
者
へ
の
個
人
通
知
に

よ
る
受
診
勧
奨
も
行
う
。
新

た
に
子
宮
頸
が
ん
ウ
イ
ル
ス

検
査
の
無
料
化
に
取
り
組
み

感
染
症
対
策
を
充
実
す
る
。

質
問　
青
少
年
健
全
育
成
に

つ
い
て
、
青
少
年
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
新
設
す
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
設
置
の
具
体

的
な
取
り
組
み
と
将
来
展
望

を
問
う
。

答
弁　
「
青
少
年
サ
ポ
ー
ト

は
ま
だ
」「
子
供
安
全
セ
ン

タ
ー
」
を
新
設
の
青
少
年
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
移
設

し
、
新
規
事
業
と
し
て
「
居

場
所
事
業
」「
自
立
支
援
事

業
」「
学
習
支
援
事
業
」
等

を
実
施
す
る
。

質
問　
本
市
の
大
半
を
占
め

る
小
規
模
農
家
を
ど
う
育
成

す
る
か
。
ま
た
、
鳥
獣
対
策

の
方
針
を
問
う
。

答
弁　
小
規
模
農
家
育
成
に

つ
い
て
は
、
戸
別
所
得
補
償

制
度
や
農
地
、
水
、
環
境
保

全
向
上
対
策
な
ど
に
よ
り
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
少
量

多
品
目
の
出
荷
奨
励
の
た
め

産
直
市
へ
出
荷
手
数
料
の
助

成
を
引
き
続
き
行
う
。

　

果
樹
農
家
に
対
し
て
は
、

新
た
に
特
産
果
樹
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
創
設
し
支

援
を
行
う
。
有
害
鳥
獣
対
策

と
し
て
は
、
市
単
独
助
成
に

加
え
、
新
た
に
国
の
鳥
獣
被

害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
を

要
求
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
水
産
都
市
浜
田
に
と
っ

て
底
引
き
網
漁
船
の
老
朽
化

は
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
早

急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
対
策
を
問
う
。

答
弁　
本
市
に
と
っ
て
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
島
根
県
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね

と
と
も
に
総
力
を
上
げ
、
国

の
リ
シ
ッ
プ
事
業
採
択
に
向

け
懸
命
に
努
力
し
て
お
り
、

国
の
予
算
、
審
査
が
厳
し
い

こ
と
か
ら
今
回
は
１
ケ
統
の

み
を
申
請
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

質
問　
防
災
対
策
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
取
り
組
み
方
針

を
問
う
。

答
弁　
消
防
団
や
市
民
の
防

災
意
識
の
啓
発
に
努
め
、
自

主
防
災
組
織
の
構
築
と
併
せ

市
の
危
機
管
理
体
制
強
化
を

中
心
に
総
合
的
な
防
災
力
の

向
上
を
図
る
。

質
問　
自
治
基
本
条
例
制
定

に
向
け
、
平
成
23
年
度
か
ら

着
手
す
る
と
さ
れ
て
い
る
制

定
の
理
念
を
問
う
。

答
弁　
市
民
と
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
27
年
４
月
の
自
治

基
本
条
例
施
行
を
目
指
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
条
例
案
の
作
成
と

同
時
に
、本
市
に
お
け
る「
地

域
協
働
の
指
針
」
を
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
年
度
方
針
に
対
し

具
体
的
内
容
を
問
う

創
新
会美　

浦　
美　
樹

浜田医療センターにあるＰＥＴ・ＣＴ

旭自治区の産直市「まんてん」

創新会の美浦美樹議員

会派代表質問会派代表質問会派代表質問会派代表質問会派代表質問会派代表質問
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浜田漁港

芝桜の里（金城町）

質
問　
浜
田
市
に
お
け
る
過

去
10
年
間
の
自
殺
件
数
は
、

平
均
す
る
と
年
間
24
名
と

な
っ
て
い
る
。
背
景
に
は
、

倒
産
や
失
業
・
多
重
債
務
・

過
労
や
身
体
疾
患
等
、
い
く

つ
か
の
要
因
が
重
な
り
心
理

的
に
追
い
込
ま
れ
た
と
聞

く
。

　

浜
田
市
民
の
大
切
な
命
を

守
る
た
め
に
、
地
域
で
の

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
の
開

催
が
大
切
で
あ
る
。
行
政
は

市
民
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
キ
ャ
ッ
チ

す
る
立
場
を
明
確
に
し
て
、

積
極
的
な
対
応
を
求
め
る

が
、
問
題
解
決
の
窓
口
や
、

自
殺
防
止
事
業
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
問
う
。

答
弁　
き
め
細
か
な
ケ
ア
が

で
き
る
体
制
整
備
が
必
要
で

あ
り
、
地
域
と
行
政
、
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
た
総
合

的
な
支
援
体
制
の
構
築
を
目

指
し
、
市
職
員
・
地
域
・
団

体
等
へ
の
啓
発
と
研
修
を
積

質
問　
少
子
高
齢
化
や
、
核

家
族
化
が
進
む
な
ど
社
会
の

変
化
に
伴
い
地
域
の
枠
組
み

を
大
き
く
し
て
、
自
治
会
よ

り
も
広
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
構
築
を
行
う
必
要

性
か
ら
、
地
域
住
民
と
行
政

と
の
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
大
事
に
な
っ
て
き
た
。
ま

ち
づ
く
り
総
合
交
付
金
制
度

は
、
三
段
階
加
算
支
援
方
式

で
一
つ
に
は
自
治
会
・
町
内

会
単
位
、次
に
複
数
自
治
会
、

そ
し
て
公
民
館
単
位
を
基
本

に
「
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
」
を
設
置
さ
れ
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
づ

く
り
や
生
涯
学
習
の
活
動
が

公
民
館
を
中
心
に
行
わ
れ
て

き
た
地
域
と
、
公
民
館
は
生

涯
学
習
や
社
会
教
育
の
拠
点

と
し
て
の
役
割
が
立
て
分
け

ら
れ
て
い
る
地
域
が
あ
る
。

住
民
理
解
と
納
得
の
い
く
制

度
に
す
る
べ
き
だ
が
所
見
を

問
う
。

極
的
に
実
施
す
る
。
特
に
関

係
部
署
が
協
力
し
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
素
早
く
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る

よ
う
、
庁
内
連
携
体
制
を
強

化
す
る
。

質
問　
昨
年
９
月
、
市
職
員

の
自
殺
が
公
務
災
害
と
認
定

さ
れ
て
半
年
が
経
過
し
て
い

る
が
、
再
発
防
止
対
策
に
つ

い
て
は
未
だ
明
確
な
動
き
と

な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

だ
。
快
適
な
職
場
環
境
を
保

持
す
る
た
め
に
、
苦
情
処
理

委
員
会
を
設
置
し
人
事
評
価

の
基
準
を
明
確
に
し
て
権
力

の
濫
用
を
防
ぎ
、
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
者
に
は
、

公
平
で
毅
然
と
し
た
対
処
を

求
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制

定
す
る
考
え
は
な
い
の
か
、

市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
弁　
職
員
が
健
康
で
安
心

し
て
働
け
る
職
場
環
境
づ
く

り
が
最
も
必
要
で
あ
り
、
具

体
的
な
対
応
と
し
て
相
談
体

制
・
職
員
研
修
の
充
実
を
考

え
て
い
る
。
苦
情
処
理
委
員

会
の
設
置
は
、
苦
情
を
審
議

し
公
正
な
処
理
を
図
る
た

め
、設
置
に
向
け
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

問　
今
後
の
農
業
政
策
、
耕

作
放
棄
地
の
課
題
と
行
政
支

援
策
を
問
う
。

答　
国
の
交
付
金
事
業
を
推

進
し
、
平
成
22
年
度
か
ら
の

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業

を
開
始
し
、
農
地
の
受
け
手

を
探
す
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

他
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
等
。

市民連合の三浦一雄議員

公明クラブの三浦美穂議員

積
極
的
な自

殺
防
止
対
策
を

市
民
連
合

三
　
浦
　
一
　
雄

新
し
い
住
民
組
織
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を

公
明
ク
ラ
ブ

三　
浦　
美　
穂

答
弁　
「
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
」
に
つ
い
て
は
公
民

館
単
位
を
範
囲
と
す
る
地
域

で
設
立
を
目
指
し
て
い
る

が
、
浜
田
自
治
区
に
お
い
て

は
公
民
館
範
囲
に
と
ら
わ
れ

ず
、
一
定
の
規
模
が
あ
れ
ば

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」

を
設
置
で
き
る
よ
う
条
件
を

緩
和
す
る
。
ま
ち
づ
く
り
総

合
交
付
金
制
度
の
周
知
に
つ

い
て
は
、
今
後
全
職
員
を
対

象
に
、
制
度
に
つ
い
て
の
研

修
会
や
、
地
域
活
動
へ
の
積

極
的
参
画
を
促
す
。
制
度
説

明
会
は
今
後
も
行
っ
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

①
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

②
中
小
企
業
支
援
策
と
雇
用

確
保

③
健
康
で
い
き
い
き
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り

④
財
政
運
営

⑤
英
語
教
育
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大
学
と
市
の
連
携
・
今
後
の

国
際
交
流
は
ど
う
す
る
！

牛　
尾　
　
　
昭

受
動
喫
煙
防
止
推
進
で

守
る
べ
き
は
市
民
の
健
康

佐
々
木 　
豊　
治

３ 月 定 例 会
個 人 一 般 質 問

16 名の議員が
市政を問う

質
問　
昨
年
、
厚
生
労
働
省

か
ら
出
さ
れ
た
、
受
動
喫
煙

防
止
対
策
に
向
け
た
通
知
に

よ
る
と
、「
多
数
の
者
が
利

用
す
る
施
設
に
お
い
て
は
、

そ
の
管
理
者
が
受
動
喫
煙
防

止
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
、

学
校
、
病
院
、
飲
食
店
を
始

め
と
す
る
、
多
く
の
対
象
施

設
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

受
動
喫
煙
が
原
因
で
死
亡

す
る
人
が
、
国
内
で
毎
年

６
８
０
０
人
に
上
る
と
の
発

表
も
あ
り
、
市
民
の
健
康
を

守
る
た
め
、
受
動
喫
煙
防
止

対
策
の
早
急
な
推
進
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
浜

田
市
で
の
対
応
を
問
う
。

答
弁　
た
ば
こ
が
健
康
に
与

え
る
影
響
は
大
き
く
、
喫
煙

習
慣
は
個
人
の
嗜
好
に
と
ど

ま
ら
な
い
健
康
問
題
で
あ

り
、
そ
の
対
策
は
大
変
な
課

題
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

関
係
団
体
と
連
携
し
、
積
極

質
問　
平
岡
さ
ん
の
無
念
の

死
を
考
え
る
と
、
大
学
支
援

の
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
総
括

と
検
証
が
必
要
で
は
。

答
弁　
大
学
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
政
策
の
柱
と
し

て
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て

き
た
が
、
地
域
と
の
絆
を
更

に
深
め
て
い
き
た
い
。

質
問　
新
一
年
生
を
対
象
と

し
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

が
予
定
と
聞
い
て
い
る
が
全

面
支
援
す
べ
き
で
は
。

答
弁　
支
援
し
た
い
。

質
問　
大
学
と
の
共
同
研
究

は
、
学
生
の
求
め
に
市
側
が

応
じ
て
い
な
い
の
で
は
。

答
弁　
感
性
が
欠
け
て
い
た

と
思
う
の
で
努
力
し
た
い
。

質
問　
大
学
院
を
卒
業
し
た

市
職
員
の
処
遇
は
。

答
弁　
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

含
め
検
討
し
た
い
。

質
問　
中
国
石
景
山
区
と
の

交
流
は
、
今
年
で
10
周
年
を

的
な
受
動
喫
煙
防
止
に
向
け

た
対
策
に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
飲
食
店
に
お
い
て

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
現

在
、
市
内
に
19
あ
る
「
た
ば

こ
の
煙
の
無
い
お
店
」
を
、

浜
田
保
健
所
と
と
も
に
、
さ

ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

問　
が
ん
検
診
受
診
率
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
を
問

う
。

答　
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
と
い
う
意
識
づ
け
が
重

要
で
あ
り
、
健
康
教
室
や
広

報
の
活
用
な
ど
で
重
要
性
を

周
知
し
て
い
き
た
い
。

健康を守るために禁煙

迎
え
る
が
、
子
ど
も
た
ち
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た

か
リ
サ
ー
チ
し
、
今
後
の
10

年
に
活
か
す
べ
き
で
は
。

答
弁　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
役
立
て
た
い
。

質
問　
韓
国
浦
項
市
と
の
交

流
が
途
絶
え
て
い
る
が
ど
う

か
。

答
弁　
事
業
再
開
に
向
け
て

引
き
続
き
協
議
し
た
い
。

質
問　
中
国
各
友
好
都
市
と

の
交
流
は
ど
う
か
。

答
弁　
各
都
市
と
も
、
交
流

が
途
絶
え
て
い
る
が
、
再
開

に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

質
問　
ブ
ー
タ
ン
王
国
と
の

交
流
は
、
単
な
る
都
市
締
結

で
は
な
く
、
国
家
と
の
交
流

で
あ
る
。
新
市
と
し
て
再
締

結
す
べ
き
で
は
。

答
弁　
ユ
ネ
ス
コ
登
録
さ
れ

た
石
州
半
紙
の
縁
も
あ
り
、

王
国
と
の
再
締
結
は
必
要
で

あ
り
、
引
き
続
き
連
絡
調
整

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
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ひ
き
こ
も
り
な
ど
子
ど
も
や

若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立

岡　
本　
正　
友

浜
田
市
独
自
の

水
産
業
支
援
策
を
！

笹　
田　
　
　
卓

温
も
り
の
あ
る元気

な
浜
田
市
を

道　
下　
文　
男

質
問　
困
難
を
抱
え
る
子
ど

も
や
若
者
の
支
援
に
あ
た
り

必
要
な
個
人
情
報
の
共
有
と

活
用
の
取
り
決
め
は
。

答
弁　
行
政
と
支
援
組
織
と

の
間
で
適
正
な
取
り
扱
い

ル
ー
ル
と
、
本
人
や
保
護
者

の
承
諾
を
含
む
同
意
書
が
あ

れ
ば
必
要
な
情
報
を
共
有
し

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

質
問　
青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
設
立
の
背
景
と
対
象

年
齢
お
よ
び
対
象
者
は
。

答
弁　
不
登
校
や
引
き
こ
も

り
、
ニ
ー
ト
な
ど
社
会
生
活

が
円
滑
に
で
き
な
い
困
難
な

子
ど
も
や
若
者
が
増
え
て
い

る
。
年
齢
は
６
歳
～
39
歳
が

対
象
。
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
の
ほ
か
、
①
ニ
ー
ト
・
ひ

き
こ
も
り
・
不
登
校
、
②
非

行
・
犯
罪
に
陥
っ
た
子
ど
も

や
若
者
、
③
貧
困
問
題
を
抱

え
た
子
ど
も
、
④
外
国
人
な

ど
配
慮
が
必
要
な
子
ど
も
や

若
者
な
ど
が
対
象
で
あ
る
。

質
問　
浜
田
市
に
お
け
る
底

引
き
船
と
ま
き
網
船
は
耐
用

年
数
の
限
界
が
近
づ
い
て
き

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
全

国
に
13
港
し
か
な
い
特
定
第

３
種
漁
港
の
浜
田
漁
港
に
浜

田
船
籍
の
底
引
き
船
と
ま
き

網
船
が
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
水
産
業
支
援
を
国
や

県
に
要
望
し
て
い
く
の
は
当

然
だ
が
浜
田
市
独
自
の
支
援

策
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
財

源
は
過
疎
債
や
、
今
回
、
三

隅
火
力
発
電
所
２
号
機
建
設

延
期
に
伴
い
、
中
国
電
力
か

ら
地
域
振
興
の
た
め
の
協
力

金
を
利
用
し
、
浜
田
市
独
自

の
水
産
業
支
援
を
し
て
は
ど

う
か
。

答
弁　
浜
田
市
単
独
で
は
不

可
能
だ
。
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
と
と

も
に
水
産
業
者
が
路
頭
に
迷

わ
な
い
よ
う
に
全
力
を
挙
げ

て
協
議
を
し
、
国
や
県
に
は

強
い
要
望
を
し
て
い
く
。

質
問　
地
域
の
宝
を
ど
の
よ

質
問　
厳
し
い
経
済
情
勢
が

続
く
な
か
、
年
度
後
半
で
の

保
育
園
入
所
が
か
な
わ
ず
、

お
母
さ
ん
方
が
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
子
供
を
抱
え
、
働
く

に
働
か
れ
ず
数
ケ
月
も
苦
し

む
と
い
う
問
題
が
未
だ
に
解

消
さ
れ
て
い
な
い
。
市
の
考

え
を
問
う
。

答
弁　
保
育
園
の
ニ
ー
ズ
が

年
々
高
ま
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
今
年
４
月
に
は

久
代
町
に
新
保
育
園
が
開
園

し
、
年
度
中
途
で
の
円
滑
な

保
育
園
入
所
に
も
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
対
応
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

質
問　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

管
理
運
営
に
は
、
多
く
の
問

題
が
潜
ん
で
い
る
。
特
に
移

設
に
は
、
今
ま
で
培
っ
て
き

た
地
域
の
絆
を
壊
さ
な
い
た

め
に
も
、
一
層
の
配
慮
が
な

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
市
の

考
え
を
問
う
。

答
弁　
少
子
高
齢
化
、
核
家

水産業の支援を早急に！

自主防災組織を

青少年サポートセンター

質
問　
機
構
、支
援
内
容
は
。

答
弁　
困
難
を
有
す
る
子
ど

も
や
若
者
を
支
援
す
る
拠
点

整
備
の
他
、
青
少
年
健
全
育

成
・
青
少
年
の
相
談
・
青
少

年
教
育
等
担
当
課
な
ど
各
セ

ク
シ
ョ
ン
を一元
化
し
、
14
名

体
制
で
支
援
強
化
を
図
る
。

支
援
内
容
は
、
①
居
場
所
事

業
、
②
自
立
支
援
事
業
、
③

学
習
支
援
事
業
、
④
相
談
支

援
事
業
な
ど
で
あ
る
。

質
問　
自
立
支
援
の
推
進
に

は
福
祉
団
体
や
企
業
な
ど
の

協
力
が
不
可
欠
と
考
え
て
い

る
が
体
制
の
整
備
は
。

答
弁　
関
係
団
体
と
の
連
携

を
視
野
に
入
れ
て
組
織
を
構

築
す
る
。

う
に
周
知
し
、
売
り
出
し
て

い
く
の
か
問
う
。

答
弁　
地
域
の
宝
に
つ
い
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
も
再

構
築
し
て
周
知
し
て
い
く
。

地
域
の
宝
セ
ッ
ト
商
品
を
開

発
し
て
売
り
出
し
て
い
く
。

質
問　
聴
こ
え
に
く
さ
を
も

つ
児
童
・
生
徒
に
障
が
い
者

手
帳
が
な
く
て
も
補
聴
器
の

補
助
を
す
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
。

答
弁　
早
急
に
調
査
、
研
究

し
、
市
民
の
方
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
努
め
る
。

族
化
の
急
速
な
進
行
で
地
域

の
絆
が
希
薄
化
し
て
い
る
な

か
で
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
諸
問
題
解
決
に
は
、
個

人
の
自
覚
と
共
に
地
域
の
連

携
が
必
要
不
可
欠
と
認
識
し

て
い
る
。
市
と
し
て
も
、
可

能
な
限
り
の
配
慮
を
す
る
考

え
で
あ
る
。

質
問　
近
所
同
士
の
支
え
合

い
を
考
え
た
時
、
自
主
防
災

組
織
の
結
成
、
維
持
活
動
が

大
い
に
有
意
義
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
弁　
災
害
の
被
害
最
小
化

に
も
大
き
な
威
力
を
発
揮

し
、
効
力
は
計
り
知
れ
な

い
。
組
織
の
結
成
・
維
持
活

動
は
重
要
で
あ
り
支
援
に
努

め
る
。
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

統
合
を
全
面
見
直
し

山　
田　
義　
喜

不
透
明
な
課
題
を
鮮
明
に
し

市
民
の
不
安
解
消
へ

江　
角　
敏　
和

子
ど
も
農
山
漁
村

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

西　
田　
清　
久

質
問　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
統
合
計
画
が
地
元
の
合
意

を
得
ら
れ
ず
一
年
間
延
期
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
仕

切
り
直
し
を
機
会
に
時
期
の

検
討
も
含
め
、
浜
田
給
食
セ

ン
タ
ー
へ
の
一
元
化
を
考
え

た
方
が
良
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を

整
理
し
て
、
学
校
統
合
計
画

と
の
整
合
性
や
必
要
経
費
の

縮
減
の
あ
り
方
な
ど
、
総
合

的
な
再
検
討
を
行
い
、
計
画

を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
教
育
委
員
会
だ
け
で
な

く
市
長
部
局
も
一
緒
に
な
っ

て
全
庁
を
挙
げ
て
再
検
討
し

た
い
。

質
問　
昨
年
１
月
、
中
国
電

力
か
ら
三
隅
発
電
所
２
号
機

の
建
設
計
画
延
期
の
申
し
入

れ
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

対
応
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁　
三
隅
発
電
所
地
域
経

済
対
策
協
議
会
と
し
て
、
中

質
問　
総
合
振
興
計
画
（
後

期
計
画
）の
周
知
方
を
問
う
。

答
弁　

概
要
版
を
４
月
頃
、

全
戸
配
布
の
予
定
で
あ
る
。

質
問　
平
成
27
年
度
以
降
の

財
政
見
通
し
を
問
う
。

答
弁　

今
年
12
月
に
示
す
。

有
利
な
財
政
措
置
が
な
く
な

る
平
成
33
年
度
は
一
般
会
計

の
規
模
で
２
６
０
億
円
程
度

と
想
定
。
※
今
年
度
予
算
よ

り
約
１
０
０
億
円
の
減
。

質
問　
合
併
理
由
か
ら
し
て

市
民
へ
負
担
増
を
求
め
る
べ

き
で
な
い
が
、考
え
を
問
う
。

答
弁　
マ
ク
ロ
的
に
は
、
そ

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

質
問　
自
治
区
の
地
域
振
興

基
金
の
残
高
と
、
今
後
の
基

金
の
扱
い
に
対
す
る
基
本
的

な
考
え
方
を
問
う
。

答
弁　
自
治
区
の
基
金
残
高

は
23
年
度
末
で
35
億
７
千
９

百
万
円
。基
金
へ
の
積
立
は
、

合
併
協
議
を
踏
ま
え
る
と
、

各
自
治
区
の
基
金
に
で
な
く

質
問　
小
学
校
に
お
け
る
農

山
漁
村
で
の
宿
泊
体
験
活
動

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
学

ぶ
意
欲
や
自
立
心
、
思
い
や

り
の
心
、
規
範
意
識
な
ど
を

育
み
力
強
い
子
ど
も
の
成
長

を
支
え
る
教
育
活
動
と
さ
れ

る
子
ど
も
農
山
村
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
側
と

し
て
の
市
の
考
え
を
問
う
。

答
弁　
小
学
校
で
は
、
海
辺

の
活
動
、
下
府
川
の
サ
ケ
の

放
流
体
験
、
市
木
の
山
菜
遠

足
、
石
州
半
紙
の
卒
業
証
書

づ
く
り
、
公
民
館
に
宿
泊
す

る
通
学
合
宿
な
ど
体
験
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、

授
業
時
数
の
確
保
や
経
費
面

等
の
課
題
は
あ
る
が
重
要
な

教
育
活
動
で
あ
り
、
よ
り
大

き
な
教
育
効
果
が
期
待
さ
れ

る
よ
う
産
業
経
済
部
と
連
携

し
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

質
問　
子
ど
も
農
山
漁
村
交

流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
受
け
入

れ
地
域
に
と
っ
て
も
、
結
果

国
電
力
に
対
し
、
平
成
26
年

度
の
建
設
着
工
の
実
現
に
つ

い
て
の
要
望
活
動
を
行
っ
て

き
た
。
合
わ
せ
て
、
建
設
実

現
に
向
け
た
対
応
及
び
地
域

振
興
に
対
す
る
支
援
策
な

ど
、
断
続
的
に
事
務
レ
ベ
ル

で
協
議
を
続
け
て
き
た
が
、

や
む
な
く
建
設
延
期
を
受
け

入
れ
る
こ
と
と
な
り
、
中
国

電
力
か
ら
地
域
振
興
へ
の
協

力
金
と
し
て
、
９
億
３
千
万

円
が
今
年
度
納
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

市
全
体
の
「
ま
ち
づ
く
り
振

興
基
金
」
に
お
い
て
有
効
な

活
用
を
検
討
す
る
。

質
問　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統

合
は
市
長
判
断
で
一
端
凍
結

し
、
抜
本
的
な
検
討
や
地
域

振
興
基
金
の
活
用
も
含
む
新

ル
ー
ル
を
模
索
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
こ
の
間
の
経
緯
や
議

論
を
踏
ま
え
実
質
的
に
は

「
凍
結
」
し
計
画
を
見
直
す
。

質
問　
条
例
で
当
面
10
年
と

し
て
い
る
自
治
区
制
度
の
検

証
と
延
伸
の
考
え
は
。

答
弁　
27
年
４
月
施
行
を
目

指
す
「
自
治
基
本
条
例
」
の

策
定
過
程
等
で
市
民
の
意
見

を
伺
い
判
断
す
る
予
定
。

質
問　
市
役
所
の
機
構
改
革

の
見
通
し
を
問
う
。

答
弁　
27
年
度
、
支
所
業
務

３
部
門
化
と
平
均
モ
デ
ル
20

人
配
置
等
を
決
定
し
た
。
職

員
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
大
切
に
し
進
め
る
。

や
地
域
の
活
性
化
に
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
浜
田
市

の
受
け
入
れ
地
域
に
な
る
た

め
の
条
件
と
現
況
を
問
う
。

答
弁　
条
件
は
農
林
業
家
民

泊
等
で
小
学
校
の
一
学
年
規

模
で
の
長
期
宿
泊
体
験
活
動

の
受
け
入
れ
が
可
能
な
こ

と
。
一
本
化
さ
れ
た
総
合
窓

口
が
あ
る
こ
と
。
安
全
管
理

に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作

成
さ
れ
緊
急
連
絡
体
制
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

あ
る
。
市
内
に
は
、
金
城
町

の「
縁
の
里　

民
泊
友
の
会
」

を
始
め
、
農
家
民
泊
や
体
験

交
流
施
設
が
18
軒
も
あ
り
、

浜
田
市
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

が
中
心
と
な
り
対
応
は
可

能
。
今
後
、
広
島
Ｐ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
特
に
山
陽
方

面
の
小
学
校
の
誘
致
に
取
り

組
む
。

そ
の
他
の
質
問

①
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

②
誘
致
企
業
の
今
後

5,000食の対応ができる浜田学校給食センター
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地
域
資
本
を
活
用
し

地
域
再
生
を
目
指
せ

川　
神　
裕　
司

環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
動
向

新　
田　
勝　
己

地
域
振
興
基
金
を

特
別
会
計
化
に
！

田　
畑　
敬　
二

質
問　
沖
底
・
ま
き
網
船
団

は
大
幅
に
減
少
し
今
後
の
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
仮

に
存
続
不
能
と
な
る
と
、
浜

田
の
誇
る「
水
産
ブ
ラ
ン
ド
」

や
関
連
産
業
の
未
来
に
大
き

な
影
を
落
と
す
の
は
明
白
で

あ
る
。
今
後
の
水
産
業
存
続

に
向
け
基
金
活
用
等
の
市
単

独
財
源
の
使
用
等
再
生
戦
略

に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

答
弁　
持
続
可
能
な
行
業
経

営
を
目
指
し
「
リ
シ
ッ
プ
事

業
」
等
、
ま
ず
は
国
県
事
業

を
導
入
し
て
い
き
た
い
。
状

況
に
よ
っ
て
は
市
単
独
支
援

も
積
極
的
に
行
い
た
い
。

質
問　
浜
田
港
が
全
国
43
の

重
点
港
湾
に
指
定
さ
れ
た
が

そ
の
後
の
活
用
戦
略
が
見
え

て
こ
な
い
。
活
用
推
進
の
施

策
を
聞
き
た
い
。

答
弁　
港
湾
活
用
の
総
合
戦

略
と
し
て
企
業
誘
致
や
企
業

の
業
務
拡
大
の
推
進
が
重
要

と
考
え
る
。
ロ
シ
ア
貿
易
等

質
問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
米
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
９
か

国
が
原
則
と
し
て
全
品
目
の

関
税
を
撤
廃
す
る
自
由
化
で

あ
る
。
政
府
は
、「
平
成
の

開
国
」
で
６
月
に
参
加
の
判

断
を
す
る
。
日
本
農
業
は
壊

滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
巡
る
国
内
外
の
経
過

と
見
通
し
を
問
う
。

答
弁　
政
府
は
「
米
国
を
初

め
と
す
る
関
係
国
と
協
議

し
、
６
月
を
目
途
に
、
交
渉

参
加
の
結
論
を
出
す
」
と
し

て
い
る
。
米
国
は
、
11
月
の

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
ま
で
に

妥
結
を
目
指
し
て
い
る
。

質
問　
水
稲
に
大
き
な
影
響

が
出
る
。
浜
田
市
の
試
算
に

つ
い
て
問
う
。

答
弁　
農
水
省
は
、
現
在
の

生
産
量
の
10
％
の
み
が
残
る

と
し
て
い
る
。
弥
栄
ブ
ラ
ン

ド
米
や
頑
固
米
な
ど
極
一
部

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

質
問　
農
業
の
多
面
的
機
能

質
問　
合
併
時
、
新
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
書
を
策
定
し
て

い
る
が
事
業
の
総
額
は
。

答
弁　
浜
田
市
全
体
で
、
３

０
９
億
３
千
万
円
で
あ
る
。

質
問　
自
治
区
別
事
業
の
21

年
度
末
進
捗
率
と
金
額
は
。

答
弁　
浜
田
自
治
区
、
55
・

５
％
で
61
億
３
千
万
円
、

金
城
自
治
区
46
・
７
％
で

23
億
８
千
万
円
、
旭
自
治
区

43
・
４
％
で
18
億
３
千
万
円
、

弥
栄
自
治
区
、
39
・
３
％
で

11
億
６
千
万
円
、
三
隅
自
治

区
、
44・０
％
で
33
億
２
千
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
で

１
４
８
億
５
千
万
円
で
あ
る
。

質
問　
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
総
事
業
費
は
、
３
０
９

億
３
千
万
円
で
あ
り
、
確
定

し
た
21
年
度
ま
で
の
累
計
金

額
は
、
１
４
８
億
５
千
万
円

で
あ
る
。
あ
と
１
６
０
億
円

余
の
事
業
が
、
１
４
８
億
５

千
万
円
で
あ
り
、
あ
と
５
年

で
１
６
０
億
円
余
の
事
業
が

関
係
企
業
や
県
と
十
分
連
携

し
て
取
り
組
み
た
い
。

質
問　
今
、
日
本
海
の
安
全

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

山
陰
地
区
の
防
衛
力
強
化
の

た
め
の
「
海
上
自
衛
隊
行
動

拠
点
基
地
」
誘
致
に
関
し
て

の
所
見
を
聞
き
た
い
。

答
弁　
関
係
機
関
と
の
連
携

強
化
に
よ
り
、
艦
艇
の
一
般

公
開
等
を
誘
致
し
国
防
や
海

事
思
想
の
普
及
を
行
い
、
そ

の
積
み
重
ね
に
よ
り
自
衛
隊

へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

問　
依
然
残
業
が
多
発
し
て

い
る
が
、
事
務
事
業
量
の
検

証
は
し
て
い
る
か
問
う
。

答　
引
き
続
き
適
材
適
所
の

職
員
配
置
に
努
め
る
。

の
影
響
を
問
う
。

答
弁　
洪
水
防
止
等
、
額
に

し
て
３
兆
７
千
億
円
程
度
も

減
少
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

問　
山
林
が
荒
廃
し
北
海
道

で
は
外
国
資
本
が
森
林
取
得

し
て
い
る
。
水
源
等
に
懸
念

さ
れ
る
。
認
識
を
問
う
。

答　
浜
田
市
で
は
、
現
時
点

で
外
国
資
本
に
よ
る
森
林
の

売
買
の
届
け
出
は
な
い
。

　

水
源
涵
養
や
土
砂
流
出
防

備
と
い
っ
た
多
面
的
機
能
を

有
し
て
い
る
。
引
き
続
き
外

資
の
取
得
に
注
視
す
る
。

27
年
度
末
ま
で
実
施
可
能
か

ど
う
か
問
う
。

答
弁　

全
力
で
取
り
組
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
完
了
す

る
よ
う
努
め
る
。

質
問　
27
年
年
度
末
に
地
域

振
興
基
金
が
40
億
１
千
万
円

に
な
る
が
、
各
自
治
区
地
振

興
基
金
を
特
別
会
計
化
し
、

各
自
治
区
が
持
続
可
能
な
個

性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
金

と
し
て
使
用
で
き
る
制
度
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁　
多
く
の
法
的
制
約
を

受
け
る
の
で
事
務
処
理
上
か

ら
現
実
的
で
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

質
問　
自
治
区
制
度
の
延
伸

か
、
基
金
の
特
別
会
計
化
を

望
む
声
が
多
く
あ
る
が
、
市

の
所
見
を
問
う
。

答
弁　
今
年
度
か
ら
自
治
基

本
条
例
の
策
定
に
取
り
組
む

な
か
で
検
討
す
る
。
ま
た
、

良
い
も
の
は
継
続
す
る
考
え

で
あ
る
。

守ろう、水田
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

統
合
予
定
は
い
つ
か
？

高　
見　
庄　
平

保
育
所
入
所
、

定
員
の
弾
力
的
運
用
で
対
応

西　
村　
　
　
健

浜
田
市
に
お
け
る
学
校
教
育

推
進
施
策
を
問
う

大　
谷　
弘　
幸

質
問　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
統
合
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
実
施
を
１
年
延
期
し
24

年
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
が
関

係
自
治
区
の
住
民
の
理
解
は

得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
三
隅
自
治
区
の
現
状

は
、
平
成
21
年
９
月
か
ら
昨

年
12
月
ま
で
に
６
回
、
小
中

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
は
じ

め
全
会
員
を
対
象
に
説
明
会

を
開
催
し
て
き
た
。

　

い
ず
れ
も
話
し
合
い
は
平

行
線
の
ま
ま
で
合
意
と
は
な

ら
な
か
っ
た
。

質
問　
米
や
野
菜
な
ど
の
食

材
費
は
保
護
者
負
担
だ
が
運

営
経
費
は
公
費
負
担
。
言
い

換
え
る
と
市
民
の
税
金
で
あ

る
。
１
食
当
り
の
コ
ス
ト
が

安
い
自
治
区
で
２
４
７
円
。

高
い
と
こ
ろ
で
８
４
７
円
と

６
０
０
円
の
格
差
が
あ
り
、

税
の
負
担
の
あ
り
方
に
問
題

が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
お
ら
れ
る
の
か
問
う
。

質
問　
浜
田
自
治
区
内
の
保

育
所
の
22
年
度
、
23
年
度
の

定
員
数
、
入
所
児
童
数
、
入

所
待
ち
児
童
数
を
問
う
。

答
弁　
22
年
度
の
定
員
数
は

１
２
５
０
名
、
入
所
数
は
４

月
１
３
２
６
名
、
今
年
２
月

現
在
１
４
２
９
名
、
入
所
待

ち
は
27
名
で
あ
る
。
23
年
度

は
、
国
府
地
区
で
定
員
45
名

の
保
育
所
が
新
設
さ
れ
る
ほ

か
、
有
福
、
美
川
で
定
員
が

10
名
ず
つ
増
え
、
定
員
数
は

１
３
１
５
名
で
あ
る
。

質
問　
今
後
の
入
所
希
望
予

測
お
よ
び
定
員
設
定
の
考
え

方
を
問
う
。

答
弁　
入
所
希
望
は
、
わ
ず

か
な
増
加
傾
向
と
推
計
し
て

い
る
。
保
育
所
の
新
設
や
定

員
変
更
に
よ
り
定
員
数
は
増

え
る
が
、
新
年
度
も
定
員
以

上
の
入
所
の
申
し
込
み
が
予

想
さ
れ
、
定
員
の
弾
力
的
運

用
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
以
前
「
現
在
の
定
員

質
問　
小
さ
な
町
の
小
規
模

校
を
特
徴
と
捉
え
た
教
育
改

革
が
注
目
さ
れ
て
い
る
五
ケ

瀬
町
教
育
長
か
ら
学
び
得
た

こ
と
は
何
か
問
う
。

答
弁　
19
年
度
・
20
年
度
の

二
度
講
演
を
受
け
、
改
革
の

な
か
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
、
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
等
、
熱
い

エ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。
単

元
に
よ
る
適
正
人
数
で
の
合

同
学
習
等
、
参
考
事
項
も
多

く
、
23
年
度
に
は
「
新
し
い

学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
協
調

学
習
」
に
参
画
を
し
て
新
し

い
学
び
方
を
追
求
す
る
考
え

で
あ
る
。

質
問　
食
育
・
木
育
の
具
体

的
で
継
続
性
の
あ
る
推
進
の

現
状
と
今
後
を
問
う
。

答
弁　
食
育
は
大
切
で
あ
り

学
校
給
食
で
は
地
域
の
食

材
・
食
文
化
を
取
り
入
れ
実

施
し
て
お
り
、
給
食
セ
ン

タ
ー
統
合
に
よ
っ
て
食
育
・

答
弁　
学
校
給
食
を
作
る
に

は
、
給
食
数
に
応
じ
た
施
設

の
規
模
や
職
員
の
数
も
必
要

で
あ
る
た
め
、
各
自
治
区
の

今
ま
で
の
経
過
か
ら
公
費
負

担
の
格
差
が
生
じ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

公
費
負
担
を
考
え
る
と
格

差
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
内
容

に
つ
い
て
理
解
を
得
る
た
め

住
民
へ
の
説
明
を
十
分
に

行
っ
て
い
く
。

は
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
答

弁
さ
れ
て
い
る
が
来
年
度
、

定
員
変
更
基
準
の
１
２
０
％

を
超
え
る
園
は
あ
る
か
、
ま

た
超
え
る
場
合
、
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

答
弁　
現
時
点
で
は
来
度
、

超
え
る
園
は
な
い
。
今
年
度

は
現
在
、
１
２
０
％
を
超
え

て
い
る
園
は
２
園
あ
る
。
美

川
は
２
年
連
続
で
超
え
て
い

る
の
で
、
定
員
増
で
対
応
す

る
。
も
う
１
園
は
、
昨
年
の

11
月
か
ら
超
え
て
い
る
が
２

年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
対

応
し
て
い
た
だ
く
。

食
文
化
が
後
退
し
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
木
育
も
木

の
温
も
り
や
木
の
文
化
の
学

習
は
大
切
で
あ
り
、
地
元
産

材
の
利
活
用
や
森
林
教
育

等
、
意
欲
・
関
心
を
高
め
る

学
習
の
拡
大
・
充
実
に
努
め

る
。

質
問　
児
童
生
徒
の
安
全
確

保
に
向
け
た
耐
震
化
の
実
施

状
況
と
今
後
を
問
う
。

答
弁　
耐
震
化
優
先
度
調
査

で
の
対
象
は
、
18
校
50
棟
。

23
年
度
で
30
棟
が
工
事
等
完

了
し
、
24
年
度
以
降
の
対
象

は
体
育
館
で
小
学
校
が
６
校
、

中
学
校
が
４
校
、
校
舎
と
体

育
館
工
事
が
２
校
で
あ
る
。

４月開園のうみかぜ保育園

新校舎建設中の長浜小学校
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よ
り
安
心
し
て
産
み

育
て
ら
れ
る
子
育
て
支
援
を

布　
施　
賢　
司

雪
害
に
対
す
る

全
市
的
な
共
通
認
識
を

平　
石　
　
　
誠

質
問　
人
口
減
少
に
よ
る
次

世
代
の
担
い
手
不
足
、
安
心

し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
施
策

「
子
ど
も
手
当
」、
現
況
と
今

後
の
支
給
状
況
を
問
う
。

答
弁　
平
成
22
年
度
は
時
限

立
法
で
10
ヶ
月
間
支
給
さ
れ

市
の
負
担
金
は
事
前
の
児
童

手
当
が
支
給
さ
れ
た
場
合
と

比
べ
大
き
な
増
減
は
な
い
。

　

平
成
23
年
度
は
、
現
時
点

で
法
案
成
立
は
不
透
明
で
あ

り
、
期
限
切
れ
に
な
れ
ば
こ

れ
ま
で
の
児
童
手
当
の
支
給

と
な
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も

子
育
て
家
庭
へ
の
不
利
益
が

発
生
す
る
よ
う
な
こ
と
は
避

け
る
た
め
、
手
当
の
支
給
に

向
け
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　
未
就
学
児
童
の
入
所

状
況
や
待
機
児
童
数
と
対
策

を
問
う
。

答
弁　
未
就
学
児
童
２
７
７

４
人
に
対
し
、
入
所
は
２
０

６
９
人
、
入
所
率
75
％
で
あ

る
。
２
月
現
在
保
育
所
待
機

質
問　
昨
年
末
か
ら
２
月
に

か
け
て
の
大
雪
に
よ
る
被
害

状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答
弁　
人
的
被
害
は
無
か
っ

た
も
の
の
、
住
居
被
害
３
件

を
は
じ
め
、
農
業
用
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
や
農
作
物
の
被
害
が

数
件
あ
っ
た
。
ま
た
、
市
内

観
光
施
設
の
入
込
客
も
例
年

よ
り
減
少
し
た
。

質
問　
除
雪
費
が
底
を
つ
き

１
億
１
千
万
円
の
補
正
予
算

が
組
ま
れ
た
が
、
除
雪
作
業

の
実
態
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

答
弁　
山
間
部
を
中
心
に
各

自
治
区
で
例
年
の
約
３
倍
の

出
動
実
績
と
な
っ
た
。
最
大

積
雪
量
は
、
２
月
３
日
の
金

城
町
若
生
地
区
で
１
４
０
㎝

を
記
録
し
た
。

質
問　
歩
道
の
除
雪
を
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　
県
道
を
中
心
に
歩
道

延
長
が
増
え
て
お
り
、
県
に

対
し
歩
道
専
用
機
械
の
導
入

を
含
め
実
施
を
求
め
る
。

児
童
は
９
人
、
新
年
度
４
月

の
入
所
が
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
。
対
策
と
し
て
、
新
規

保
育
所
の
開
園
や
年
度
途
中

で
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え

る
た
め
、保
育
士
不
足
に
は
、

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー･
バ
ン

ク
を
利
用
し
て
確
保
に
努
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
問　
病
児
・
病
後
児
保
育

の
取
り
組
み
と
保
育
マ
マ
制

度
の
必
要
性
を
問
う
。

答
弁　
病
児
・
病
後
児
保
育

は
現
在
一
医
院
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
も
う
一
施
設
の
開

設
を
目
標
と
し
て
い
る
。

保
育
マ
マ
制
度
は
、
保
育
維

持
の
た
め
の
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
く
。

質
問　
市
職
員
で
未
だ
に
雪

の
状
況
も
分
か
ら
ず
不
適
切

な
言
動
を
す
る
も
の
が
い

る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
遂
行

す
る
上
で
は
全
市
的
な
認
識

を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
弁　
そ
う
い
う
状
況
に
あ

る
の
は
非
常
に
嘆
か
わ
し
い

こ
と
で
あ
る
。
今
後
、
雪
害

だ
け
で
な
く
市
内
の
状
況
を

把
握
で
き
る
よ
う
な
研
修
会

の
実
施
や
、
人
事
異
動
等
に

よ
り
、
共
通
認
識
を
持
て
る

よ
う
努
め
た
い
。

みのり保育園

大雪に見舞われた中山間地域

一日も早い復興のために！支援の輪を広げましょう
３月 11 日、午後２時 46 分、三陸沖から茨城沖を震源とするマグニチュード９．０の巨大地震が東北地方

を直撃しました。この世界最大級の地震による大津波の発生により、これまで経験のない未曾有の広域災害
となりました。

亡くなられた方々と被災された皆様に対し心からお悔やみとお見舞いを申し上げるとともに、一日も早い
復興がなされるよう、可能な限りの支援を行ってまいります。

今こそ同じ国民として、また 58 年、63 年災害の被災地の自治体として東北地方の被災地への「おもいや
りの輪」を市内に広げていきたいと思います。

市議会としての具体的な支援策については、震災発生直後に議員全員の熱い気持ちを込めて日本赤十字を
通じ義援金を送付させていただきました。その後、執行部と早急な協議の場を持ち、今回の震災に対する物
資、義援金の集め方や管理、被災地への送付に関して市議会と執行部が共同で進めていくことを確認し実行
しております。

当面、浜田と大変縁のある特三漁港のうち、今回被災された気仙沼市、塩釜市、石巻市など被災状況に応
じて、可能な限り支援の手を伸ばしていきたいと考えています。

浜田市議会としても、執行部、市民の方々と一緒に支援の輪を広げていきます。
浜田市議会
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〔議長なんでもメール〕　議長や市議会に対するご意見・ご要望・ご提言などお気軽にお寄せください。
必ず議長自ら回答させていただきます。（住所・氏名を明記の上、送信ください）
E-mail アドレス：chairman@city.hamada.shimane.jp

１
月
20
日
三
階
小
学
校
６

年
生
の
児
童
36
名
が
浜
田
市

議
会
を
訪
れ
、
市
議
会
に
つ

い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
牛
尾
博
美
議
長

か
ら
「
議
会
に
つ
い
て
し
っ

か
り
勉
強
し
て
、
立
派
な
大

人
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
浜

田
市
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
下

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

職
員
か
ら
、
市
議
会
は
ど

の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る

か
、
議
会
は
い
つ
行
わ
れ
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
会
議
が

あ
る
か
な
ど
市
議
会
の
し
く

み
、
議
員
は
ど
の
よ
う
な
人

現
在
、
浜
田
市
議
会
が
目

指
し
て
い
る
議
会
基
本
条
例

の
制
定
に
向
け
、
本
橋
謙
治

全
国
市
議
会
議
長
会
法
制
参

事
を
講
師
に
、
去
る
２
月
７

日
に
全
議
員
が
参
加
し
て

「
地
方
議
会
の
現
状
と
課
題
」

と
題
し
て
の
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

地
方
議
会
の
改
革
の
現
状

や
国
に
お
け
る
議
論
、
今
後

に
お
け
る
法
改
正
の
動
向
な

ど
の
解
説
を
受
け
ま
し
た
。

今
、
議
会
か
ら
住
民
へ
の

情
報
発
信
が
強
く
求
め
ら
れ

て
お
り
、
議
会
が
持
つ
権
限

を
フ
ル
に
活
か
し
、
政
策
立

案
能
力
や
監
視
機
能
の
向
上

な
ど
、
さ
ら
な
る
活
性
化
に

向
け
努
め
る
必
要
が
あ
る
と

再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
中
の
３
月
11

日
午
後
２
時
46
分
、
東
北
地

方
で
Ｍ
９
の
大
地
震
が
発
生

し
、
東
日
本
を
大
津
波
が
襲

い
ま
し
た
。
報
道
等
の
映
像

で
誰
も
が
自
分
の
目
を
疑
う

ほ
ど
の
悲
惨
な
状
況
が
連
日

飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

市
民
の
方
に
は
「
何
か
で

き
る
こ
と
は
」
と
義
援
金
、

救
援
物
資
な
ど
最
大
限
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

浜
田
市
は
日
本
海
に
面
し

て
お
り
、
対
岸
の
火
事
と
捉

え
る
こ
と
な
く
、
大
地
震
や

大
津
波
等
の
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
早
期
に
構
築
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
（
記　

笹
田　

卓
）

あ 

と 

が 

き

か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
選
ば

れ
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、

議
員
席
や
議
長
席
、
市
長
席

や
教
育
委
員
長
席
な
ど
に
全

児
童
が
そ
れ
ぞ
れ
座
り
、
通

常
の
議
会
の
ル
ー
ル
に
沿
っ

た
形
で
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
市

長
、
議
長
、
議
員
や
職
員
に

な
っ
た
気
分
を
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。学
習
の
な
か
で「
私

た
ち
の
く
ら
し
と
日
本
国
憲

法
」
に
つ
い
て
学
び
、
市
の

施
策
が
日
本
国
憲
法
の
基
本

的
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
い

る
こ
と
を
知
る
た
め
に
、
こ

の
よ
う
な
社
会
見
学
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

わ
た
し
た
ち
が
主
役
！

浜
田
市
議
会
の
し
く
み
を

三
階
小
学
校
６
年
生
が
学
習

議員席で真剣に学習する様子

研修会の様子

進行役の議長も、もちろん児童

児童の感想文より（一部抜粋）
○議会ではどんなことをするのか、いつするのかなど、いろいろなことが分かった。席に座ってみていろいろなボ
タンなどがあっておどろいた。どんな仕事しておられるのかよく分かった。

○席に座ったときすごくきんちょうした。そこに座っている人の仕事や責任感などが分かった。浜田市の人が住み
やすくするために大変な仕事なんだなと思った。１年間に浜田市で335億円も使われていることにびっくりした。

○市議会は「いろんな意見を出して、よりよい暮らしができるようにするところ」ということを初めて知った。20
才になって選挙権がもらえたら、いろいろな意見を出して、もっと住みよい浜田市にできるようにがんばってみ
たい。

○議員席にある本がとても分厚くて、たくさんきまりがあって勉強しておられるんだなとびっくりした。もっと市
議会の様子を議員さんたちが作っている雑誌（広報に）やケーブルＴＶなどで知りたい。

○自分の意見や願いが議員の人を通じて市議会に伝わるということが分かった。市議会に委員会があることをはじ
めて知った。市議会は市のいろんなことを決めていることが分かった。

○浜田市をよりよい町にしようと議員さんたちが話し合ったり会議をしたりしてかっこいいと思った。やりがいの
ある仕事だから議長にあこがれているのではないかと思う。

さ
ら
な
る
活
性
化
に
向
け

議
員
研
修
会
開
催

︻
編
集
委
員
︼

佐
々
木
豊
治　

委
員
長

田
畑　

敬
二　

副
委
員
長

笹
田　
　

卓　

委
員

布
施　

賢
司　

委
員

岡
本　

正
友　

委
員

芦
谷　

英
夫　

委
員

三
浦　

美
穂　

委
員

川
神　

裕
司　

委
員

牛
尾　
　

昭　

委
員

美
浦　

美
樹　

委
員


